
1

側
か
ら
自
転
車
を
視
認
し
に

く
く
な
る
事
例
、
交
差
点
で

自
転
車
が
歩
道
通
行
と
同
じ

感
覚
で
安
全
確
認
せ
ず
に
横

断
通
行
す
る
た
め
回
避
が
難

し
く
な
る
と
い
っ
た
事
例
で

あ
る
。

「
こ
う
し
た
自
転
車
の
通

行
特
性
等
を
背
景
に
、
自
動

車
対
自
転
車
の
事
故
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
状
況
に
つ

い
て
、
実
車
を
用
い
て
模
擬

実
験
を
行
い
、
自
動
車
側
か

ら
み
た
事
故
回
避
の
可
能
性

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
し
た
」
と
安

藤
さ
ん
は
調
査
研
究
の
目
的

を
話
す
。
今
回
の
調
査
研
究

で
は
①
「
自
動
車
対
自
転
車

に
よ
る
事
故
実
態
の
分
析
」

②
「
自
動
車
運
転
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
③

「
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
の

模
擬
市
街
路
に
お
け
る
実
証
実
験
」
④
「
自
転

車
利
用
者
に
関
す
る
参
考
実
験
」
が
行
わ
れ
た
。

①
事
故
実
態
の
分
析
は
図
１
・
２
（
一
部
抜
粋
）

の
通
り
。

②
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
東
京
都
内
の
運
転
免
許
試

験
場
（
府
中
・
鮫
洲
）
を
訪
れ
た
自
動
車
運

転
免
許
保
有
者
７
１
４
名
を
対
象
に
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、「
自
転
車
は
特
に
注
意
を

必
要
と
す
る
思
わ
ぬ
行
動
を
す
る
」「
対
自

転
車
事
故
回
避
の
た
め
の
対
応
方
法
に
つ
い

て
多
く
の
者
が
知
識
と
し
て
理
解
し
て
い

る
」
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

シリーズ：命を守る教育現場 第●回「ドライバーへの自転車教育」

自転車を事故から守るためのアドバイス

自
転
車
が
関
係
す
る
交
通
事
故
件
数
は
、
全

体
の
事
故
件
数
の
減
少
と
同
様
に
、
３
年
連
続

で
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
事
故
全
体
に

占
め
る
割
合
は
平
成
９
年
の
18
・
１
％
か
ら
、

19
年
に
は
20
・
５
％
に
増
加
し
て
い
る
。
な
か

で
も
、
自
転
車
事
故
の
82
・
６
％
が
自
動
車
を

相
手
と
し
た
事
故
で
あ
る
。
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
部
長
の
安
藤
憲
一
さ
ん

は
、
事
故
発
生
要
因
を
自
動
車
側
か
ら
み
る
と
、

自
転
車
の
通
行
方
法
の
特
性
や
通
行
意
識
か
ら

生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
多
く
み
ら

れ
る
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
自
転
車
が
車
道

と
歩
道
の
通
行
を
そ
の
場
の
交
通
量
な
ど
の
状

況
に
応
じ
て
自
由
に
変
更
す
る
た
め
、
自
動
車
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③
の
実
証
実
験
で
は
、
自
動
車
対
自
転
車
の
事

故
発
生
件
数
が
多
い
交
通
場
面
を
設
定
し
、

被
験
者
24
名
の
運
転
行
動
を
計
測
し
た
結

果
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
の
手
前
で
減
速

を
し
な
い
な
ど
、
自
転
車
の
出
現
を
予
測
し

て
い
た
と
は
い
え
な
い
運
転
行
動
が
み
ら
れ

た
。

④
「
自
転
車
利
用
者
に
関
す
る
参
考
実
験
」
で

は
、
障
害
物
が
な
い
歩
道
上
に
お
い
て
、
普

段
通
り
の
速
度
で
走
行
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
速
度
は
被
験
者
39
名
（
10
〜
70
歳
代
）

の
平
均
で
12
km
／
ｈ
の
速
度
で
走
行
し
て
い

る
と
い
う
知
見
な
ど
を
得
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
と
実
験
の
結
果
よ
り
同
セ
ン

タ
ー
は
、
自
動
車
運
転
者
用
の
「
対
自
転
車
交

通
事
故
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
以
下
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
）」
を
作
成
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
「
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
み
た
自
転
車
事
故
予
防
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
Ａ
４
版
６
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
自
転
車
事
故
の
現
状
、
自
動
車
運

転
者
の
自
転
車
に
対
す
る
意
識
や
自
転
車
側
の

行
動
・
知
識
な
ど
の
調
査
研
究
の
結
果
、
お
よ

び
注
意
す
る
事
故
回
避
ポ
イ
ン
ト
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

自
転
車
側
の
立
場
と

心
理
を
理
解
す
る

自動車安全運転センター中央研修所（茨城県ひたちなか市）の模
擬市街路で、自動車対自転車の事故発生件数が多い交通場面を設
定し、被験者の運転行動を計測した

図２：これを事故類型と合わせてみると、最も多いのが「信号機がない交差点
での出会い頭事故」（全体の53.6％）次いで「信号機がある交差点での自
動車の右左折時の事故」（同17.0％）

図１：道路形状をみると「交差点」が全体の72.4％を占めている。
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マ
ニ
ュ
ア
ル
の
普
及
方
法
に
つ
い
て
、
安
藤
さ

ん
は
全
国
の
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
で
の
免
許

取
得
者
や
更
新
時
講
習
受
講
者
等
へ
の
配
布
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、「
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
に
、
５
月
中
に
は
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
の
ホ※

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
を
ダ
ウ
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
す
る
予
定
で
す
。
教
習
所
で
の
高
齢
者
講
習
等
、

安
全
運
転
管
理
者
が
置
か
れ
て
い
る
企
業
で
の
社

内
安
全
講
習
等
で
も
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
。

生
活
道
路
を
利
用
す
る
企
業
で
は
、
自
転
車
と

の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組

調
査
研
究
の
座
長
を
務
め
た
筑
波
大
学
大
学
院

人
間
総
合
科
学
研
究
科
教
授
の
吉
田
章
さ
ん
は
、

「
今
回
の
調
査
研
究
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
自
転
車

が
予
測
で
き
な
い
行
動
を
と
る
と
い
う
知
識
は
持

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
実
際

面
で
、
そ
の
知
識
に
基
づ
い
た
行
動
に
つ
な
が
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
目
的
地
の
到
着
の
み
に
意
識
が
向
い
て
し
ま
う

先
急
ぎ
運
転
な
ど
を
し
て
し
ま
っ
た
時
に
、
事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
話
す
。

「
ま
ず
自
転
車
の
存
在
を
認
識
し
、
自
転
車
を
発

見
し
た
ら
、『
こ
う
す
る
だ
ろ
う
』
と
勝
手
に
思

い
込
ま
ず
に
、
そ
の
行
動
を
十
分
に
確
認
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
い
な
が

ら
、
自
転
車
側
の
立
場
と
心
理
を
理
解
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」。

み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
宅
急
便
で
知

ら
れ
て
い
る
ヤ
マ
ト
運
輸
（
株
）
に
は
「
コ
ジ
ロ

オ
君
を
守
ろ
う
」
と
い
う
安
全
運
転
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
あ
る
。「
コ
ジ
ロ
オ
」
と
は
「
コ
＝
こ
ど
も
」

「
ジ
＝
自
転
車
」「
ロ
＝
老
人
」「
オ
＝
オ
ー
ト
バ

イ
」
を
指
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
同
社
の
企
業

姿
勢
で
あ
る
「
人
命
の
尊
重
」
か
ら
生
ま
れ
た
。

同
社
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
社
会
貢
献
課
の
安
田
稔
さ
ん
は
、

「
私
た
ち
は
生
活
道
路
を
企
業
活
動
の
場
と
し
て

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
ら
、
地
域
で
生

活
さ
れ
て
い
る
方
々
の
安
全
確
保
を
最
優
先
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
活
道
路

で
は
歩
行
者
、
自
転
車
、
二
輪
車
と
の
遭
遇
は
避

け
ら
れ
な
い
の
で
、
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
が
こ

う
し
た
交
通
参
加
者
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
、
背
景
に
あ
る
考
え
方
を
研

修
の
機
会
な
ど
を
通
じ
て
、
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ

ー
に
伝
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
、
宅
急
便
な
ど
を

担
当
す
る
す
べ
て
の
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
、
運
転
者
と
し
て
の
心
構
え
や
注
意
事
項
を
記

載
し
た
「
運
転
者
安
全
手
帳
」
を
配
布
し
て
い
る
。

安
全
手
帳
の
中
で
二
輪
車
と
合
わ
せ
て
自
転
車
の

特
性
や
危
険
な
状
況
を
紹
介
、
注
意
を
喚
起
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
特
性
で
は
「
対
向
車
な
ど
の
影

に
入
り
見
え
に
く
い
」「
速
度
感
、
距
離
感
が
つ

か
み
に
く
い
（
同
じ
速
度
で
も
、
四
輪
車
よ
り
遅

く
感
じ
る
）」「
急
に
進
路
変
更
す
る
」
な
ど
。
危

険
な
状
況
は
、「
追
い
越
す
時
（
風
圧
で
相
手
が

倒
れ
こ
む
こ
と
が
あ
る
）」「
自
転
車
が
横
断
、
右

左
折
し
よ
う
と
す
る
時
」「
幼
児
を
乗
せ
た
状
態

の
ま
ま
路
上
に
止
め
て
あ
る
時
」
な
ど
。
ま
た
、

自
転
車
や
二
輪
車
に
接
近
し
た
ら
、
や
り
過
ご
す

か
２
ｍ
以
上
の
側
方
間
隔
を
あ
け
る
な
ど
十
分
に

注
意
す
る
こ
と
も
、
運
転
者
安
全
手
帳
に
明
記
さ

れ
て
い
る
。

各
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は
「
安
全
集
配
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
」
も
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
分
の

集
配
エ
リ
ア
の
住
宅
地
図
に
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
な
ど
潜
在
的
な
危
険
箇
所
、
危
険
度
の
高
い
右

折
を
少
な
く
す
る
た
め
の
ル
ー
ト
や
、
時
間
帯
別

の
歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
量
な
ど
を
記
入
し
た

も
の
。
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、「
安
全
集
配

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
」
を
確
認
し
て
か
ら
運
転
し
て
い

る
。
安
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
マ
ッ
プ
が
安
全

確
保
の
実
効
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
セ
ー
ル
ス
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意
識
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い

る
と
い
う
。「
こ
う
し
た
情
報
を
蓄
積
し
て
、
担

当
者
が
代
わ
っ
て
も
同
じ
よ
う
に
安
全
運
転
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。
歩
行
者
は
も
ち
ろ

ん
自
転
車
、
二
輪
車
を
守
る
と
い
う
意
識
を
社
内

で
共
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ヤ
マ
ト
運
輸
の
取
組

み
の
特
徴
が
あ
る
。

昨
年
12
月
に
、
警
察
庁
の
「
自
転
車
の
安
全
な

通
行
方
法
等
に
関
す
る
検
討
懇
談
会
」
が
ま
と
め

た
報
告
書
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
周
知
す
べ
き
事

項
の
中
に
「
交
差
点
で
は
、
自
転
車
運
転
者
と
で

き
る
だ
け
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
よ
う
に
し
て

通
行
す
べ
き
こ
と
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
側
か
ら
ど
の
よ
う
に
ア
イ
コ
ン
タ

ク
ト
を
行
う
か
。
同
懇
談
会
で
も
座
長
を
務
め
た

吉
田
さ
ん
は
「
交
差
点
で
左
右
か
ら
接
近
す
る
自

転
車
に
対
し
て
は
、
自
転
車
を
見
る
の
で
は
な
く
、

運
転
し
て
い
る
人
の
顔
を
見
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
道
を
譲
る
時
は
、
片
手
を
出
し
て
『
ど
う
ぞ
、

お
先
へ
』
と
合
図
を
送
れ
ば
、
自
転
車
運
転
者
と

ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
は

ず
で
す
。
ま
た
、
交
差
点
を
右
左
折
す
る
時
は
後

方
か
ら
接
近
し
て
い
る
自
転
車
が
い
な
い
か
ど
う

か
、
ミ
ラ
ー
に
頼
ら
ず
、
目
視
で
確
認
し
て
ほ
し

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
こ
う
し
た
基
本
的
な

こ
と
を
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
実
践
し
て
い

け
ば
、
自
転
車
と
の
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。

シリーズ：命を守る教育現場 第●回「ドライバーへの自転車教育」

自
転
車
の
動
向
を
十
分
確
認
し
、余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

筑波大学大学院人間総合科学研究
科教授・吉田章さん

自動車安全運転センター調査研究
部長・安藤憲一さん

ヤマト運輸（株）のセー
ルスドライバーに配布
される運転者安全手帳

各セールスドライバーが作成している安全集配ルートマップ

対自転車交通事故対策マニュアルは5月中
に、自動車安全運転センターのホームペー
ジに公開される予定。
※自動車安全運転センターのホームページ
http://www.jsdc.or.jp/

交差点では、自転車の存在や動きを十分確認しましょう

●例えば右折の場合、赤信号で停止線手前にて停止した際には、信号待ち時

間を利用して自転車が存在しないか周囲の安全確認を心がけましょう

●交差点内に進入した場合でも、各方向から自分の進行先を横断する可能性

のある自転車の存在を確かめましょう

心得ている安全運転を行い、漫然運転にならないように
心掛けましょう
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ド
ラ
イ
バ
ー
と
自
転
車
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

自
転
車
を
守
る

企
業
の
取
組
み

2

マニュアルに掲載されている
事故回避ポイント（一部抜粋）

自転車との事故を防ぐために

小冊子「トラフィック・サイクル」
～自転車は街を走る仲間～

Hondaでは昨年5月、クルマやバイクの
運転者に自転車との事故を未然に防ぐヒ
ントを掲載した小冊子「トラフィック・
サイクル」（監修：岸田孝弥・中京大学
教授）を発行し、Hondaの四輪販売会
社・二輪販売店で無料配布した。クルマ
やバイクの運転者が、自転車利用者の行
動特性を理解し、事故防止に役立ててい

ただくための知識やデータなどが盛り込まれている。特別付
録として「楽しく覚える標識トランプ」が付く。
この小冊子の内容については以下のホームページをご覧ください。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/cycle/

到着が遅れそうになって先急ぎにな
ったり、もの思いにふけった運転

▼
先急ぎ運転や漫然運転をなくそう

見通しが悪いわき道を発見

▼
急な自転車の飛び出しを想定し、

速度を落とそう

朝夕の通い慣れた道路の走行

▼
自転車も急ぐ状態になっているの
で、クルマ側が十分注意を払おう

雨天時の走行

▼
視界が狭くなるので自転車を
見落とさぬよう注意しよう

右折する自分の車

左折する自分の車

※青丸印で示した横断歩道付近のほか、白矢印のように交差点に向かう
自転車も、横断する可能性があります。


